
リメンバー新聞 68号

次回の遺族会

2014年7月31日

第65回
8月3日(日）13：15から
名古屋北生涯学習センター
地下鉄名城線「黒川」下車
（4番出口）よりすぐ
参加費：500円

その次は・・・
第66回 10月の日曜日 
※8月初旬に日程が決まります。

日程は、ホームページまたは、電
話案内でご確認いただけます。
パソコンの方
http://will.obi.ne.jp/remember/
携帯電話の方
http://www.will.obi.ne.jp/m/
電話案内（録音でのご案内）
090-8544-9408

④番出口

北生涯学習
センター

地下鉄黒川駅

編集・発行
リメンバー名古屋自死遺族の会
http://will.obi.ne.jp/remember/
remember_nagoya@yahoo.co.jp
FAX：020-4668-8925
郵便：〒460-0003
名古屋市中区錦2-18-5 MBE178  
         リメンバー名古屋

  ２００３年１２月に第一回の分かち合いを開いたリメン
バー名古屋は、２０１３年１２月で１０年の節目を迎えま
した。そこで、これまで会にご参加いただいた皆様の思い
を集めた、冊子制作を行うこととなりました。
  昨年度より原稿を募集しておりました冊子の制作は、今
年度の事業として引き続き行うこととなりました。
  二期募集をします。みなさまの原稿をお待ちしておりま
す。

「自死遺族のあの日・自死遺族
のその後（仮題）」-二次募集

リ メ ン バ ー 名 古 屋 1 0 周 年 記 念 冊 子

【一般の部】…家族・友人・恋人など、大切な方

を自死で亡くされた、概ね70歳以上の方

【リメンバーメンバーの部】…・・・リメンバー

名古屋の遺族会に継続的に参加したことのある方

（年齢制限なし）

「あの日のこと」「あの日の思い」「その後のこ

と」「その後の思い」「あの人への思い」をテー

マに文章をお寄せください。詩、短歌など、短い

ものも可。字数制限はありませんが、長い場合調

整をお願いする場合があります。

応募要件

規    定

二期原稿募集

２０１４年９月３０日
(書き始めた方は早めにお知らせください。）

メールでの応募可。ご連絡させていただく必要が
ありますので、ご住所・お名前・電話番号・メー
ルアドレスを必ずお知らせください（情報の秘密
は厳守致します）。
☆掲載時のお名前：匿名で大丈夫です。どのよう
に掲載するか、お知らせください。

下記までお問い合わせください。
メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp
FAX：020-4668-8925
郵便：〒460-0003
名古屋市中区錦2-18-5 MBE178 リメンバー名古屋

応募期限

問合わせ先・原稿送り先

※寄稿くださった全ての原稿を掲載することができませ
んことを、あらかじめご了承ください。
※掲載にあたり、内容、表現についてご相談させていた
だく場合があります。

応募方法

  前回発行した冊子「自死遺族の手紙」は反響が大きく、400人
以上の方から郵送で申し込みをいただきました。スタッフで手分
けをして、遺族会以外の日に何日もかけて、開封と文集の送付作
業を行ったのですが、切手とともに同封していただいたお手紙の
中に、「高齢のため会には参加できないが、皆様と思いをともに
したい」「足の具合がよくないので参加できないが、冊子を送っ
てほしい」などのメッセージを多くいただきました。また、お手
紙は同封されていなくても、文字やかなづかい等から、ご高齢の
方からのものと見受けられるお申し込みを、非常に多くいただき
ました。
  文集を通じて、書いたり、読んだりすることには、わかちあい
に参加するのと同じような意味・力があるのかなと感じました。
そこで今回は、「一般の部」をあえて設け、「概ね７０歳以上の
方」という要件をつけました。要件をつけたのは、やはり複数の
方から「私はもう○歳だけれども参加していいか、書いてもいい
か」という問い合わせを受けたことがあるからです。「概ね７０
歳以上の方」という要件があれば、「あ、書いていいんだ」と思
ってもらいやすいのかな、という、そんな思いからです。趣旨を
ご理解いただければ、７０歳以下の方で会に参加したことのない
方もご応募いただけます。
  リメンバーに参加したことのある方は、年齢の要件はありませ
ん。できるだけ多くの方にご参加いただきたいと思っています。
すでに応募期間を長く設けていますが、書いている方がいらっし
ゃる間は延長してお待ちします。それは、原稿を書く、という作
業の時間を、大切にしていただきたいという思いからです。リメ
ンバーの文集を通じて、あのときの思い、いまの思いを言葉にし、
わかちあってみませんか。多くの方からのご応募をお待ちしてい
ます。
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生きてる意味か。

改めて呟いた。誰にも言わないけど、なんと

なくぼんやりと輪郭は見えてきてる。最近。

僕は目的があってこの大学に来た。こうあり

たい自分がはっきりと心にいて、そうなるた

めに片道二時間かけて学びに来てる。親父が

自殺した時、僕の心にはぽっかりと穴が空い

ていた。悲しいとか寂しいとかそういう気持

ちはあるのだろうけど、イマイチ実感が湧か

ない。感じることは、「心の何割かが死ん

だ」。ただそれだけだった。

黒ずみ、腐敗していく心を見つけてくれたの

は親戚のおじさんだった。親父の従兄弟。年

に数回しか会わないけど、僕は前からおじさ

んが好きだった。おじさんは親父が亡くなる

数週間前から何かを察したかのように突然僕

の家に住み着くようになった。

ネグレクト状態だった僕に家族の温もりを教

えてくれた。親父が死んだ時、抱きしめてく

れた。母方の家に引き取られるまでずっと一

緒にいてくれた。初めて、自分にも味方がい

るんだと思った。おじさんとは十年以上会っ

てないし、どこで何をしているかも知らな

い。ただ、あの人はどんなことがあっても味

方してくれる。どこで何をしていようとあの

人は僕の中で生き続けているし、生涯死ぬこ

とは無い。その気持ちがあるからこそ、僕は

今日まで腐らず生きて来れた。あの人がいな

かったら、もしかしたら僕は既にダメになっ

ていたかもしれない。

僕はあの人みたいになりたい。あの人は結婚

もしていないし子供もいなかったけど、僕の

中に遺伝子以上に大きく確かな物を残した。

困窮し、助けを求めてる人の味方になりた

い。おじさんが残した大きく確かな物は芽吹

き、今この瞬間も僕を突き動かす原動力とな

っている。

僕に子供が生まれても、生まれなくてもおじ

さんが残した物は必ず伝えていく。僕が死ん

でも、僕が受け継いで残した物は決して消え

ない。

もしかしたら、こんなふうに誰かの心の中に

生き続けることを生きてる意味と言うのかも

しれない。

おじさんのことを思い出すと、この難題の輪

郭が滲みながらも少しずつ見えてくる。思い

出すだけで涙が出てくるし、声に出すと途端

に安っぽくなってしまうから、誰にも言わな

いけど。もっと日々を重ねたら、涙も晴れ

て、これから味方する誰かに話せるようにな

るかもしれない。

（続く）

連載④  「ここにいること」(本音編)   羊のミケ

スタッフ募集

遺族会に参加したことがある方で、
会の活動のお手伝いをいただける
方募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

寄稿募集
寄稿文を募集しています。詳しくはお
問い合わせください。

新聞郵送をご希望の方へ

１月～６月末までのお申し込み（前
期）…１０００円　もしくは　82円切手
(80円切手も可）１３枚 
７月～１２月末までのお申し込み（後
期）…５００円　もしくは　82円切手
(80円切手も可）７枚 
お申込みは、郵便番号・住所・氏名
を記入の上ご送金いただくか、切手
をご郵送ください。遺族会の当日、
受付でお支払いいただいても結構
です。

○愛知県精神保健福祉センター

要予約 052-962-5377  

毎月第3木曜日 午後2時-3時30分

○名古屋市精神保健福祉センター

ここらぼ

要予約 052-483-2095 

毎月第3火曜日　午前10時-12時

自死遺族向け

面接相談（無料）
法的なことでのご相談

●全国自死遺族法律相談ホット
ライン（弁護団の弁護士が直接
対応致します）
電話番号� 050-3786-1980
受付時間� 毎週水曜日（祝日
を除く）� 12時から15時まで
　　

各都道府県、政令指定都市（名古屋市、
浜松市、静岡市等）には、精神保健福
祉センターが必ず設置されています。
精神的なお悩みがある場合、まずは、
お住まいの地域の精神保健福祉センタ
ーにご相談されるとお役に立つ場合が
あります。
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リメンバー
in岡崎

2 0 1 4 年 1 1 月 ２ 日

リメンバー
若者の集い

(仮称）

　普段は名古屋市で行っている「わかちあい」ですが、名
古屋市までは遠いという方も多くおられると思います。他
の地域でもということで始まった｢リメンバー名古屋in岡
崎」は、今回で５回目となります。以下の内容で行うこと
が決まりました。
日時：2014年11月2日（日）
� 午前10時または10時半(未定)より16時
場所：岡崎げんき館
内容：午前 近隣遺族会による座談会（一般参加可能）��
� � 千の風の会（岐阜）、ディアレスト（名古屋）、
� � 浜松わかちあいの会（浜松）、リメンバー名古屋

� 午後 自死遺族のわかちあいの会（自死遺族限定）
主催：リメンバー名古屋自死遺族の会

  今回開催するリメンバー若者の集いは、所謂「若者」
と言われる世代での分かち合いを目的としています。
  私は、初めてリメンバーに参加したとき、うまく言葉
では言い表せられないような想いに胸がいっぱいになり
ました。生まれて初めて同じ体験をした人たちとお会い
することができ、初めて複数人を前にして自分の体験を
口にしました。知り合って数分しか経っていない人の前
で、自分の心の奥底まで話していることを不思議に思う
と同時に、何とも言えぬ安心感を覚えました。
  以降、私は継続的にリメンバーに参加するようになり
ました。そして、次第に同世代の人たちとも分かち合い
がしたいと思うようになり、今回の開催に至りました。
自分と同じ世代の人たちが何を考え、どのような生きづ
らさを抱えながら生活しているか。私個人としても知り
たくあります。また、普段遺族会に来られない方も、同
じ世代の方々が集まるという点で足を運ぶ機会になれば
とも思います。
  企画としては、自身の体験の分かち合いや、昼食会、
それぞれの生きづらさの共有等を予定しております。途
中参加ももちろん可能です。遺族会の存在を知りながら、
参加者や活動内容がつかめないために参加できずにいる
若者の方々に是非足を運んでもらいたく思います。生き
にくさを感じながら生活している方、自死遺族としての
体験を誰にも話せずにいる方、私と同じように仲間と巡
り合いたいと考えてみえる方。それぞれの痛みや想いを
共有できたらと思います。

　「リメンバー若者の集い（仮
称）」と称し、今回初めて「若
者」を対象とした集いを催すこと
になりました。以下の内容を予定
しています。
日時：2015年1月18日（日）
� 午前、午後
場所：名古屋都市センター
� （金山）
内容：詳細は未定です
主催：リメンバー名古屋自死遺族
の会

  ５回目にあたる今年度は、午後に行う遺族の分かち合いに先だって、午前に自死遺族のわ
かいあいを行っている近隣の遺族会関係者によるシンポジウム・座談会を企画しています。
三河地区を中心とする遺族の方に、近隣の遺族会の存在、その取り組みを知ってもらうと共
に、「わかちあい」の難しさも含めたその意義を知っていただきたい、そして、今後地域で
遺族に関わり、支援をする方に、「わかちあい」を運営する側の意識、問題点などを知って
いただきたいという思いです。遺族当事者の方、支援者の方双方に、「わかちあい」の会の
存在を知っていただき、「わかちあい」ついての考えを深めていくことができれば、今後の
地域の遺族、そして地域の支援体制の充実に役立つものになるのではないかと考えています。

「若者の集い」開催への思い

「リメンバーin岡崎」開催への思い

2 0 1 5 年 1 月 1 8 日
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りめんばー

　夏の暑さが急に増し、蝉の

声が一段と大きくなると、ま

た命日がやってきます。

　あの日からもう何回も夏を

過ごしてきました。それでも、

命日は、すべてのことを思い

出させます。あの時の衝撃、

あの時のにおい、あの時の暑

さ、あの時の悲しみ、あの時

の苦しみ、あの時の……。一

年のうちで命日は最もあの日

に近づく日です。

　「大切な人を自死で失った

のです」

　そんな言葉を小さくつぶや

いてみます。遺族会で何度も

話し、何度文章に書いても表

しきれない悲しみ、苦しみ、

自責の思いがあふれてきます。

誰かが救ってくれるなら、大

きな声で叫びたい、でも今は

神や仏でさえも、すぐには救

ってくれるようには思えない

でいます。

　自分の中で一年はお正月で

はなく、命日を区切りにして

回っているように思えます。

命日が過ぎた時、また新たな

次の一年が始まるように感じ

るのです。そうやって一年、

また一年と過ごしてきたので

しょう。命日の前夜－大晦日、

きっとあの日と同じ暑い夜―

静かにあの日のことを思い、

過ごそうと思います。

(KN)

次回「ディアレスト」のご案内
  家族ではないけれども大切な人を自死で亡くされた方を対象
に、２ヶ月に１回、遺族会「ディアレスト（Dearest）」が開
催されています。

日時： 2014年9月15日（月・祝日）13:30-16:00
場所： 名古屋市中村生涯学習センター
地下鉄東山線「本陣」駅4番出口より徒歩5分
対象： 家族以外の大切な人（恋人・婚約者・パートナー・親友・同僚・
上司・部下・先輩・後輩・先生・生徒、など）を自死（自殺）で亡くされ
た方
参加費：５００円
連絡先： the.dearest1@gmail.com  http://dearest.heya.jp
※事前にご連絡頂けると助かりますが、当日直接会場にお越し
頂いても結構です。
※匿名でご参加頂いても構いません。

「～こころの居場所～ＡＩＣＨＩ自死遺族支
援室」次回のわかちあい

 以下のように開催されます。詳しくはホームページ等をご覧く
ださい。 

日時： 2014年9月13日（土）
� 13:30～15:30（開場13:15) 
場所： 東桜会館 第一会議室
� 地下鉄新栄、高岳両駅から徒歩5分
参加費：500円
連絡先：cocoroibasyo@yahoo.co.jp　
　　�０９０－４４４７－１８４０
　　　水・木 15:00～20:00
� 日曜日 18:00～20:00

次回「いっぷくどころ」のご案内
  さまざまな宗派の僧侶の方が集った「いのちに向き合う
宗教者の会」により、自死遺族と宗教者による分ち合いの
会「いっぷく処」が開催されます。平日での開催となりま
す。

日時： 2014年9月29日（月）14:00-
場所： 真宗大谷派東別院対面所（東別院内）
� 地下鉄名城線「東別院」下車
連絡先：info@inochi.in
� http://inochi.in/

名古屋市内において、自死の遺族のわかちあいを行っている他
の会のご紹介です。市外では、岐阜、津、浜松等にもありま
す。全国の遺族会等、リメンバー名古屋までお問い合わせいた
だけましたら、お知らせいたします。


